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「日露戦後における都市経営問題の性格について」1986 年５月、東京都立大学都市研究

 センター報告 

「日露戦後における都市経営問題の性格について」1985 年 12 月、第 35 回上智大学史学会

 大会報告 

「日露戦時における民衆運動の一端」1983 年 11 月、第 33 回上智大学史学会大会報告 

 

Ⅹ．その他の報告・講演 

大学コンソーシアム柏「地域学リレー講座・地域を学ぼうコース」で「東葛地方唯一の首

 相 鈴木貫太郎の戦後」2009 年９月５日（麗澤大学生涯学習プラザ） 
台湾師範大学台湾史研究所主催「台湾史日文史料曁日本近代史研究研修営」で「帝都東京

 から見た日本近代の社会と政治」を担当（６時間）、2009 年 8 月 27 日・28 日（台

 湾師範大学） 

特色ＧＰ「教養日本力」高度化推進プログラム・シンポジウム「『教養日本力』の創造に向

 けて」にて「麗澤大学より」2008 年 3 月 8日（東京外国語大学） 

野田市史集中講座「終戦後の鈴木貫太郎」2008 年 2 月 24 日（野田市役所） 

マブチ国際育英財団奨学生の集い「日本の近代社会（明治と大正）」2007 年８月 10 日（マ

 ブチ研修会館） 

日本新聞博物館企画展「言葉の戦士――萬朝報の黒岩涙香と二六新報の秋山定輔――」で

 「秋山定輔――新聞人から黒幕へ――」2007 年３月 10 日（日本新聞博物館） 

第 22 回大佛次郎記念館歴史講座「日露戦争は日本をどう変えたか：百周年を終えて」2006

 年２月 25 日（横浜市開港記念会館） 

麗澤大学文化講演会'05「帝都東京の近代政治史」2005 年 10 月 22 日（麗澤大学） 

野田市立北部公民館「『宮本武蔵』はどう読まれたか――大正・昭和戦前・戦後――」

 2003 年６月 13 日（野田市立北部公民館） 

東葛・生と死を考える会「小説『宮本武蔵』の読まれ方――生きること・死ぬことの意味

 ――」2003 年５月 31 日（麗澤大学） 

桐生・山田地区選挙政治講座「『宮本武蔵』はどう読まれたか――大正・昭和戦前・戦後―

 ―」2003 年２月 19 日（桐生市文化会館） 

朝日カルチャーセンター・横浜「島田三郎と横浜政界」2002 年６月 20 日 

佐原市中央公民館主催郷土学習講座・第７回「佐原の近現代――明治末期『実業新報』を

 中心に――」1999 年 11 月 20 日（佐原市中央公民館） 

朝日カルチャーセンター・横浜「世紀でたどる日本史――20 世紀・第二次大戦まで」 

 「大正政変と護憲運動」1999 年５月 19 日 



 「政党政治とヴェルサイユ・ワシントン体制」1999 年６月２日 

朝日カルチャーセンター・横浜「世紀でたどる日本史――19 世紀後編」 

 「都市民衆勢力の成長」1999 年３月 16 日 

渋谷区立千駄ケ谷社会教育館主催シルバーカレッジ 

 「明治期の東京市政」1998 年９月３日 

 「東京市街鉄道」1998 年９月 10 日 

上智大学コミュニテイーカレッジ「日本近代史の再検討」 

 1992 年「明治憲法体制下の政党と官僚」「大正デモクラシーの萌芽」 

桂会「晩年の桂太郎－政党組織の意図－」1994 年６月 11 日（霞会館） 

 


